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第４5 期定期総会終える！ 
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埼
玉
県
勤
労
者
山
岳
連
盟
第
四
十

五
期
定
期
総
会
が
三
月
二
十
五
日

（
日
）
、
さ
い
た
ま
市
高
鼻
コ
ミ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
開
催
さ

れ
、
無
事
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。 

 
 

 

徳
重
副
理
事
長
の
司
会
の
も
と
、

始
め
に
武
笠
理
事

長
の
挨
拶
で
は
昨

年
の
東
日
本
大
震

災
か
ら
一
年
が
経

過
し
、
こ
れ
ま
で

の
県
連
内
の
ボ
ラ

ン
テ
ア
支
援
活
動

へ
の
お
礼
と
、
今

後
も
引
き
続
き
支

援
活
動
へ
の
協
力

の
お
願
い
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
こ
の
一
年
間
安

全
登
山
と
事
故
防

止
活
動
や
県
連
活

動
へ
の
ご
協
力
に

対
す
る
感
謝
と
お

礼
、
無
事
に
総
会

を
迎
え
ら
れ
た
喜

び
の
気
持
ち
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
来
賓
に

変
わ
っ
て
の
日
本

勤
労
者
山
岳
連
盟

の
活
動
報
告
で
は
、

二
月
に
開
催
さ
れ
た
第
三
〇
回
全
国

総
会
で
「
個
人
会
員
制
度
導
入
が
決

定
さ
れ
、
会
員
拡
大
へ
向
け
て
の
大

改
革
が
始
動
し
た
。
」
と
報
告
。 

 

次
に
、
議
長
に
富
田
（
や
ま
な
み

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
）
伊
藤
（
わ
ら

び
山
の
会
）
書
記
に
石
川
（
峠
山
の

会
）
井
芹
（
登
攀
ク
ラ
ブ
岩
つ
ば
め
）

の
代
議
員
等
を
選
出
し
、
資
格
審
査

で
は
代
議
員
定
数
五
十
七
名
に
対
し
、

出
席
代
議
員
三
十
三
名
、
委
任
十
三

名
で
総
会
が
成
立
し
て
い
る
と
の
報

告
に
よ
り
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。 

始
め
に
「
第
四
十
四
期
活
動
報
告
」

を
武
笠
理
事
長
か
ら
報
告
さ
れ
た
後
、

各
専
門
委
員
会
と
登
山
学
校
・
救
助

隊
活
動
が
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
理
事
か

ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

主
な
活
動
報
告
で
は
、
昨
年
の
総

会
が
東
北
大
震
災
の
影
響
で
六
月
に

延
期
さ
れ
た
為
、
活
動
が
出
遅
れ
た

事
を
詫
び
、
ま
ず
は
全
国
総
会
報
告 

で
大
き
な
議
題
の
一
つ
、
個
人
会
員

制
の
提
案
に
は
埼
玉
県
連
盟
は
保
留

と
し
た
事
。
ま
た
今
後
各
連
盟
へ
の

制
度
移
行
に
つ
い
て
は
今
回
の
全
国

総
会
で
も
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
さ

れ
た
事
。
そ
の
他
に
シ
カ
問
題
、
山

ガ
ー
ル
の
動
向
な
ど
が
話
さ
れ
た
と

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

議
案
書
に
掲
げ
た
内
容
で
は
組
織

拡
大
で
青
年
対
策
等
何
も
出
来
な
い

ま
ま
に
、
一
団
体
が
脱
退
し
、
現

在
二
十
八
団
体 

六
二
一
の
会
員

数
と
ど
ま
っ
た
。
事
故
防
止
や
各

ネ
ッ
ト
の
充
実
で
は
で
登
山
学
校

や
安
全
教
育
担
当
者
会
議
と
救
助

隊
や
女
性
・
岩
ネ
ッ
ト
・
Ｈ
Ｃ
委

員
会
そ
れ
ぞ
れ
に
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
、
安
全
登
山
講
演
会
は
六
十

名
名
の
参
加
で
終
え
た
事
。
埼
玉
県

連
内
で
の
今
年
度
の
事
故
は
残
念
な

が
ら
七
件
報
告
が
あ
っ
た
事
等
。 

続
い
て
、
各 

委
員
会
の
活
動
報

告
、
そ
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
報
告
（
議

案
書
ど
お
り
）
が
あ
り
ま
し
た
。 

続
い
て
、
「
第
四
十
五
期
活
動
方

針
案
」
が
武
笠
理
事
長
か
ら
提
案
さ

れ
、
昼
食
と
な
り
ま
し
た
。 

昼
食
を
は
さ
み
、
午
後
は
議
事
を

一
時
よ
り
再
開
。
議
事
に
入
る
前
に

県
功
労
者
表
彰
と
し
て
、
新
座
山
の

会
・
杉
江
勲
さ
ん
、
三
郷
山
の
会
・

佐
藤
久
子
さ
ん
の
他
、
加
盟
団
体
の

永
年
会
員
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。 

午
後
か
ら
は
各
専
門
委
員
会
の
活

動
方
針
案
の
提
案
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
活

動
方
針
案
、
な
ら
び
「
第
四
十
四
期

会
計
決
算
報
告
と
会
計
監
査
報
告
」
、

そ
し
て
「
第
四
十
五
期
予
算
案
」
の

提
案
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
質
疑
応

答
に
な
り
ま
し
た
。 

主
な
活
動
方
針
案
に
つ
い
て
は
、 

①
組
織
拡
大
と
強
化
、
若
者
・
一
般

市
民
に
向
け
て
の
情
報
提
供
。 

②
個
人
会
員
制
度
は
全
国
の
動
向
を

見
据
え
今
後
検
討
し
て
行
く
。 

③
県
連
盟
創
立
五
〇
周
年
の
取
り
組

み
の
準
備
を
し
て
い
く
。 

④
事
故
防
止
活
動
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
、
各
加
盟
団
体
は
む
ろ
ん
県
連

と
し
て
も
行
事
・
企
画
等
、
万
全
の

体
制
で
、
安
全
意
識
の
向
上
を
図
る
。 

⑤
東
日
本
支
援
活
動
に
つ
い
て
、
今

後
も
体
制
を
整
備
し
協
力
し
て
行
く
。 

 
 

各
委
員
会
の
提
案
で
は
①
第
十
七

期
登
山
学
校
を
受
講
者 

三
十
二
名
、

運
営
委
員
は
十
四
名
で
実
施
。
②
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
会
で
は
内
容
見
直

し
、
各
委
員
会
に
Ｈ
Ｐ
担
当
者
を
決

定
。
③
女
性
委
員
会
で
は
震
災
支
援

女
性
交
流
集
会
に
参
加
。
他
山
筋
ゴ

ー
ゴ
ー
の
普
及
、
「
救
急
法
ガ
イ
ド
」

の
活
用
、
支
援
Ｔ
シ
ャ
ツ
販
売
の
継

続
。
④
自
然
保
護
委
員
会
は
、
足
尾

植
樹
、
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
の
実
施
。

他
、
登
山
道
放
射
線
計
測
を
実
施
。

計
を
貸
し
出
し
ま
す
。 

⑤
機
関
紙
委
員
会
は
Ｈ
Ｐ
活
用
と
あ

わ
せ
、
編
集
の
簡
素
化
、
電
子
デ
ー

タ
で
の
寄
稿
、
印
刷
・
発
送
料
代
節

約
を
図
り
ま
す
。
⑥
遭
難
防
止
・
安

全
教
育
委
員
会
は
議
案 

通
り
。 

⑦
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会
は
地
図
読
み

講
習
（
実
技
）
、
放
射
能
汚
染
を
調

べ
る
為
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
計
画
し
た

い
。
⑧
沢
ネ
ッ
ト
・
雪
山
ネ
ッ
ト2

9

Ｐ
参
加
費
を
実
費
に
変
更
。
⑨
海
外

委
員
会 

議
案
通
り
⑩
山
ス
キ
ー
ネ

ッ
ト 

議
案
通
り
⑫
岩
ネ
ッ
ト 

⑬
救
助
隊 

救
助
体
制
の
充
実
。「
救

助
マ
ニ
ュ
ア
ル
」1

,
0
0
0

円
の
普
及
。 

5
3

Ｐ 

遭
難
時
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

あ
り
。
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
方
針
で
は
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
と
も
に
年
間
行
事
の
ク

リ
ー
ン
ハ
イ
ク
の
他
に
、
独
自
の
交

流
山
行
や
組
織
内
交
流
を
予
定
。 

第
四
十
四
期
決
算
報
告
（
登
山
学

校
、
救
助
隊
を
含
む
）
と
監
査
報
告
、

第
四
十
五
期
予
算
案
の
提
案
が
な
さ

れ
、
と
も
に
議
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

活
動
報
告
と
方
針
案
の
質
疑
で
は 

Q
1
 

登
山
学
校
関
係
予
算
の
記
載
に

つ
い
て
…
運
営
委
員
会
内
訳
は
助
成

金1
0

万
＋
対
策
基
金5

万
。 

Q
2
 

議
事
進
行
の
在
り
方
…
来
年
度

以
降
は
ご
意
見
の
通
り
に
進
行
。 

Q
3
 

岩
ネ
ッ
ト
、
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
費
の

決
算
報
告
の
詳
細
に
つ
い
て
…
各
ブ

ロ
ッ
ク
担
当
よ
り
活
動
費
の
具
体
的

な
支
出
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。 

岩
ネ
ッ
ト
…
必
要
装
備
、
講
師
交
通

費
補
助
等
に
支
出
。 
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◎第４５期 埼玉県勤労者山岳連盟 

      新役員体制 

 

理事長  武笠真次（わらび山の会） 

副理事長 徳重博文（大宮勤労者山岳会） 

  〃   尾手利雪（三郷山の会） 

  〃   加納隆夫（新座山の会） 

事務局  木村哲也（熊谷トレッキング同人） 

会 計  嶋田好枝（新座山の会） 

理 事  天野二郎（日進山岳会） 

     久保典子（新座山の会） 

     小松勝浩（三郷山の会） 

     佐藤久子（  〃  ） 

     澤藤俊昭（あすなろ山岳会） 

     高橋利男（富士見峠山の会） 

     長谷川貞子（大宮勤労者山岳会） 

     若木由和（上福岡山なみＨＣ） 

     松本千代子（所沢ハイク） 

          水谷 克明（浦和山の会） 

監 事  杉江 勲（新座山の会） 

     廣岡美恵子（山遊会ビスターリ） 

 

＊全国理事 

 井芹昌二・藤桝啓志（登攀クラブ岩つばめ） 

伊藤正勝（わらび山の会）大澤辰雄（埜歩歩） 

＊委員…ハイキング（佐藤久子） 

    遭難・救助（今井雅文） 
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質
疑
応
答
を
終
え
、
第
四
十
四
期

活
動
報
告
と
会
計
決
算
報
告
と
監
査

報
告
、
第
四
十
五
期
活
動
方
針
案
と

予
算
案
を
一
括
で
採
決
！
賛
成
多
数

で
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
、
四
五
期 

埼
玉
県
連
盟

新
役
員
の
選
出
に
つ
い
て
、
選
挙
管

理
委
員
か
ら
理
事
候
補
者
（
別
紙
）

（
武
笠 

他 

１
８
名
）
が
提
案
さ

れ
、
規
約
の
定
数
以
内
の
為
、
代
議

員
多
数
に
よ
る
拍
手
で
全
員
信
任
さ

れ
ま
し
た
。 

 

休
憩
を
は
さ
み 

第
１
回 

理
事

会
開
催
の
結
果 

三
役
以
下
の
役
員

を
決
定
。
総
会
に
は
欠
席
で
し
た
が

都
合
に
よ
り
退
任
す
る
矢
崎
理
事
を

紹
介
し
、
新
役
員
挨
拶
で
は
再
任
さ

れ
た
武
笠
理
事
長
か
ら
新
役
員
全
員

の
紹
介
と
挨
拶
の
後
、
無
事
に
議
事

を
終
了
。
最
後
に
議
長
を
解
任
し
て

第
四
十
五
期
定
期
総
会
を
閉
会
し
ま

し
た 総

会
終
了
後
に
は
来
賓
の
斉
藤
全

国
連
盟
理
事
長
等
を
囲
み
懇
親
会
を

開
催
。
和
や
か
に
交
流
し
ま
し
た
。 

（
井
芹
・
石
川 

記
録
よ
り
） 

 

 
 

 

               

                   

 

     

今
年
も
例
年
通
り
開
校
式
を
迎
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

募
集
前
か
ら
問
い
合
わ
せ
も
多
く

募
集
開
始
早
々
に
定
員
数
三
〇
名
に

達
し
て
募
集
ス
ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。 

開
校
式
は
例
年
通
り
武
笠
登
山
学

校
長
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
ガ
イ
ダ
ン
ス

は
、
駒
崎
事
務
局
長
か
ら
学
校
の
目

的
・
概
要
や
昨
年
の
講
座
紹
介
が
有

り
そ
の
後
一
七
期
講
座
の
紹
介
を
、
運

営
委
員
の
紹
介
も
兼
ね
て
各
担
当
運

営
委
員
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
受
講
確
認
書
の
提
出
を
し

て
い
た
だ
き
三
〇
名
全
員
が
入
校
さ
れ

ま
し
た
。 

受
講
生
も
二
〇
才
台
～
七
〇
才
台

ま
で
六
世
代
の
幅
広
い
方
の
参
加
を
い

た
だ
い
て
ス
タ
ー
ト
が
出
来
ま
し
た
。 

登
山
を
始
め
た
ば
か
り
の
方
、
単
独

が
主
で
自
己
流
の
山
歩
き
を
さ
れ
て
い

た
方
、
久
し
ぶ
り
に
山
登
り
を
再
開
さ

れ
た
方
な
ど
参
加
理
由
は
色
々
で
す

が
皆
さ
ん
意
欲
に
燃
え
て
い
る
方
ば
か

り
で
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
計
八
回
の
講

座
が
と
て
も
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。 

色
々
な
年
代
の
方
が
、
山
登
り
と

い
う
同
じ
土
俵
で
楽
し
め
る
の
も
登
山

学
校
の
良
い
と
こ
ろ
で
す
。 

参
加
さ

れ
る
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
登
山
学
校
で

多
く
の
山
仲
間
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
す
。 

今
年
は
運
営
委
員
の
担
当
講
座
を

変
え
た
り
担
当
講
師
を
変
え
た
り
と
、

講
座
の
内
容
に
も
変
化
を
付
け
ま
し

た
。 無

事
故
で
充
実
し
た
登
山
学
校
に

成
る
よ
う
に
運
営
委
員
も
討
議
を
重

ね
六
月
の
講
座
を
迎
え
ま
す
。 

受
講
生
の
皆
さ
ん
、
運
営
委
員
の

皆
さ
ん
参
加
者
全
員
で
楽
し
く
充
実

し
た
登
山
学
校
に
し
て
行
き
ま
し
ょ

う
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

事
務
局 

小
松
勝
浩
記 

 

 

 

  

   

 

      

   

 
 

         
 

 
 

 

ガ
イ
ダ
ン
ス
風
景 

 

 

  第 17 期登山学校開講式を終えて  

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

第１７８号     ２０１２年    ６月 ３０日（土）発行          埼  玉  労  山      （  ２  ）     

 

＠
登
山
学
校
か
ら
！ 

 

６
月
「
計
画
か
ら
下
山
ま
で
」 

実
技 

６
月
１
０
日 

栃
木
大
小
山 

３
３
名 

 
 

 
 

 

無
事
終
了 

 
 

 

 

【
第
２
回
講
座
】 

 

登
山
と
運
動
生
理
学 

机
上 

７
月
７
日
（
土
） 

実
技 

７
月
８
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

 

那
須
岳 
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第１７２号     ２０１１年   ７月 ２０日（月）発行          埼  玉  労  山      （１ ）     

 

東
日
本
震
災
支
援
活
動 

石
巻
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て 

 
 

期
日 

 

平
成
二
十
四
年
四
月
十
三
日
～
十
五
日 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

新
座
山
の
会 

E
.
U
 

 

 

    小網浜地区 ① 

 

     小網浜地区 ② 

 

   女川倒壊ビル 

こ
ん
な
年
寄
り
が
行
っ
て
も
お

邪
魔
に
な
る
だ
け
で
は
？
と
担
当
の

方
に
お
聴
き
し
た
ら
被
災
地
を
訪
ね

る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、

そ
の
目
的
の
み
で
参
加
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。 

活
動
は
牡
鹿
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
（V

C

）
に
当
日
ご
と
に

申
請
を
出
し
て
そ
の
指
示
の
も
と
に

場
所
と
時
間
が
決
め
ら
れ
終
わ
っ
た

ら
セ
ン
タ
ー
に
報
告
す
る
こ
と
で
終

わ
り
ま
す
。 

 

十
四
日
朝
、
活
動
時
前
に
時
間
が

あ
っ
た
の
で
「
見
学
す
る
と
よ
い
」

と
薦
め
ら
れ
て
い
た
牡
鹿
半
島
の
最

先
端
と
金
華
山
を
見
に
行
き
ま
し
た
。 

 
 

半
島
と
島
が
津
波
の
力
で
「
モ
ー

ゼ
の
十
戒
」
の
話
の
よ
う
に
海
だ
っ

た
と
こ
ろ
が
地
続
き
に
な
る
現
象
が

起
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
実
際
に
目
撃

し
た
人
か
ら
聞
い
た
と
い
う
人
が
説

明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
津
波
が
島
を

は
さ
ん
だ
両
側
か
ら
押
し
寄
せ
半
島

と
の
間
で
大
音
響
と
共
に
ぶ
つ
か
り

水
が
引
い
て
い
っ
て
地
底
が
見
え
て

地
続
き
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
大
自
然
の
大
い
な
る
力
に
、
一

同
興
奮
を
覚
え
ま
し
た
。 

金
華
山
に
は
人
は
住
ん
で
い
な
い

が
、
登
山
道
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
、
そ
の
面
で
労
山
の
会
員
の
協
力
、

そ
れ
も
高
い
登
山
技
術
の
あ
る
人
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
今
は

島
へ
の
船
が
出
な
い
の
で
自
費
で
船

を
チ
ャ
ー
タ
ー
す
る
必
要
が
あ
る
そ

う
で
す
。 

V
C

に
戻
り
、
活
動
場
所
を
指
示
さ

れ
て
そ
ち
ら
に
向
か
う
。
大
き
な
バ

ス
で
来
て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

も
、
一
人
埼
玉
か
ら
夜
行
バ
ス
で
来

て
路
線
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
き
た
女

性
も
我
々
と
同
じ
場
所
で
し
た
。 

 

大
き
な
瓦
礫
は
片
付
い
て
い
ま
し

た
が
、
細
か
い
ゴ
ミ
や
石
等
を
拾
い

集
め
種
類
別
に
分
け
る
作
業
で
し
た
。

ホ
タ
テ
の
養
殖
の
村
で
、
養
殖
に
使

う
貝
も
使
え
そ
う
な
も
の
は
分
け
て

集
め
る
の
で
し
た
。
曇
り
空
で
風
も

冷
た
く
寒
か
っ
た
が
、
雨
に
は
降
ら

れ
ず
に
助
か
り
ま
し
た
。 

三
時
半
に
作
業
が
終
わ
っ
て
か
ら
、

高
い
所
で
残
っ
て
い
る
神
社
に
登
っ

て
み
る
と
お
社
の
す
ぐ
下
の
階
段
ま

で
壊
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
海

を
見
る
と
被
災
当
日
の
地
獄
を
想
像

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
見
学
を
予
定

し
て
い
た
女
川
港
に
向
か
い
ま
し
た
。

途
中
幾
つ
も
の
消
滅
し
て
し
ま
っ
た

村
や
町
、
人
気
の
無
い
地
区
を
通
り

過
ぎ
て
女
川
港
に
つ
き
ま
し
た
。 

海
か
ら
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
台
に

あ
る
大
き
な
病
院
の
さ
ら
に
一
階
の

天
井
ま
で
津
波
が
来
た
と
い
う
印
が
、

今
で
は
世
界
の
赤
十
字
の
支
援
で
復

活
し
て
い
る
新
し
い
建
物
の
柱
に
刻

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
片
隅
に
は
犠
牲

者
の
供
養
の
た
め
の
仏
様
が
安
置
さ

れ
て
い
た
の
で
皆
、
手
を
合
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
被
災
者
の
人

が
我
々
の
よ
う
な
見
学
者
に
被
災
の

様
子
を
説
明
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
下
の
漁
港
に
は
横
倒
し
に
な

っ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ビ
ル
が

そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
ど
こ
を

見
て
も
津
波
の
爪
跡
を
こ
れ
で
も
か

と
い
う
く
ら
い
見
せ
付
け
ら
れ
る
。

道
路
も
亀
裂
が
入
っ
た
り
歪
ん
だ
り
、

路
肩
の
崩
落
も
あ
る
。
そ
し
て
児
童

の
大
多
数
が
命
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ

た
大
川
小
学
校
の
あ
る
地
へ
向
か
っ

た
。
被
災
前
は
立
派
で
あ
っ
た
ろ
う

校
舎
の
鉄
筋
が
剥
き
出
し
折
れ
曲
が

っ
て
い
る
。
供
養
の
お
地
蔵
様
が

我
々
を
迎
え
て
下
さ
っ
て
い
る
の
で
、

と
に
か
く
手
を
合
わ
せ
て
在
り
し
日

の
学
校
の
様
子
を
思
い
浮
か
べ
ま
し

た
。
何
も
無
い
校
庭
に
立
っ
た
時
、

こ
こ
に
集
め
ら
れ
て
避
難
誘
導
を
待

っ
て
い
る
子
供
た
ち
の
姿
を
思
っ
た

ら
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
苦
し
く
て

居
た
た
ま
れ
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
現
場
に
立
つ
と
い
う
こ
と
は

こ
う
い
う
こ
と
な
の
か
と
思
い
ま
し

た
。 宿

泊
先
の
水
沼
セ
ン
タ
ー
へ
戻
り

食
事
を
し
な
が
ら
、
活
動
の
お
世
話

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
元
石
巻
労
山

会
長
の
岡
さ
ん
の
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
る

た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
く
だ
さ

っ
た
か
ら
我
々
も
ス
ム
ー
ズ
に
活
動

に
参
加
で
き
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が

よ
く
分
り
ま
し
た
。
各
団
体
と
の
連

絡
、
調
整
な
ど
大
変
ご
苦
労
な
さ
っ

て
い
ら
れ
る
よ
う
で
す
。 

1
5

日
は
、
昨
日
の
場
所
近
く
の
道

路
わ
き
の
瓦
礫
処
理
で
し
た
。
こ
こ

は
狭
い
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
ゴ
ミ
が

多
く
車
の
バ
ン
パ
ー
な
ど
が
多
か
っ

た
で
す
。
倒
れ
て
い
る
木
を
鋸
で
切

っ
た
り
す
る
仕
事
も
有
り
ま
し
た
。

集
め
た
ゴ
ミ
を
ネ
コ
（
一
輪
）
車
に

載
せ
て

1
0
0

ｍ
位
、
離
れ
た
所
に
運

び
ま
す
。 

今
日
集
ま
っ
た
の
は
外
国
の
人
が

多
い8

人
く
ら
い
の
グ
ル
ー
プ
、
昨

日
も
一
緒
だ
っ
た
埼
玉
の
女
性
と

我
々
だ
け
で
数
と
し
て
は
少
な
か
っ

た
で
す
。
昨
日
と
違
っ
て
天
気
も
好

く
風
も
無
く
て
汗
ば
む
陽
気
で
し
た
。

今
日
は
お
昼
ま
で
の
予
定
で
し
た
の

でV
C

ま
で
戻
り
、
近
く
の
プ
レ
ハ
ブ

の
ミ
ニ
商
店
街
で
昼
食
を
と
り
石
巻

市
内
に
向
か
い
ま
し
た
。
広
い
道
路

の
真
ん
中
に
流
れ
着
い
た
大
き
な
タ

ン
ク
は
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
る
と
か
。

何
も
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
だ
た

だ
広
い
平
ら
な
町
の
跡
で
し
た
。
町

を
見
下
ろ
せ
る
日
和
山
に
登
り
ま
し

た
。
鹿
島
御
子
神
社
が
あ
っ
て
普
段

な
ら
お
花
見
の
名
所
の
よ
う
で
し
た
。

被
災
地
見
学
の
人
々
が
多
数
き
て
い

ま
し
た
。
震
災
前
は
松
の
木
越
し
の

海
を
眺
め
る
見
晴
台
な
の
に
。
こ
こ

か
ら
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。 

震
災
直
後
の
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
と
い
う

光
景
で
は
な
い
が1

年
の
余
過
ぎ
た

今
で
も
復
興
に
は
ま
だ
ま
だ
程
遠
い

現
地
を
見
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

や
は
り
心
潰
れ
る
想
い
で
東
京
に
戻

っ
て
き
ま
し
た
。 
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        筆者と参加者 

 

   石巻倒壊されたままのタンク 

 機関紙委員会より 

 ①印刷部数削減にご協力を！ 

総会での意見にあったように、ＰＣ利用しＨＰでカラーの県連機関紙閲覧が出来る会員

も多く、会員数送付しなくてもいい加盟団体は、減らした送付希望数を連絡下さい。 

印刷代と発送費の節約にご協力をお願い致します。 

②加盟団体の動き、その他 山行記録等 原稿募集中！ 

  県連に加盟する各山岳会を順番に紹介しています。会の特徴やユニークな会活動、また 

  最近の会山行記録等 何でも結構です。題字込み 500～1000 字以内で、写真２～３添

付で       メール  sawahuzi1040yamato@hotmail.co.jp 



第１７２号    ２０１１年 ７月１３日（水）発行          埼 玉 労 山       （ ２ ）     

２
０
１
２
年
度 

「
救
助
隊 

搬
出
技
術
訓
練
報
告
」 

期 
日 

 

５
月
１
３
日
（
日
）8

:
0
0

～1
6
:
0
0
 
 

天
候 

晴
れ 

場 
所 

 

群
馬
県
・
裏
妙
義
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン 

 
 

 
 

参
加
者 

 
隊
長
：
徳
重
（
大
宮
労
山
）
隊
員
：
武
笠
（
わ
ら
び
山
の
会
） 

谷
脇
（
大
宮
労
山
）
安
田
（
新
座
山
の
会
）
長
谷
川
（
大
宮
労
山
）

阪
井
（
大
宮
労
山
）
小
島
（
大
宮
労
山
）
水
谷
（
浦
和
山
の
会
） 

 

尾
手
（
三
郷
山
の
会
） 

 

以
上
９
名 

訓
練
内
容 

救
助
隊
員
の
相
互
の
力
量
確
認
、
安
全
確
認 

1
.

フ
ィ
ッ
ク
ス
ロ
－
プ
工
作 

2
.

懸
垂
下
降 

3
.

負
傷
者
の
引
き
下
ろ
し
シ
ス
テ
ム
工
作
、
引
き
下
ろ
し
作
業 

4
.

負
傷
者
の1

/
3

シ
ス
テ
ム
で
の
セ
ッ
ト
工
作
、
引
き
上
げ
作
業 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2012 年度 救助隊総会 報告  

日 時  ２０１２年４月２日（月） ＰＭ5:30～ 

場 所  浦和コミュニティーセンター 10 階 7 号屋 

出 席  １７名の出席で総会が開催されました。 

１）第１～４号議案は、すべて承認されました事をお伝え致します。 

※・内容は総会資料といたします。 

２）本年度、入隊３名・退隊２名、総員２７名でスタート致します。 

※加盟団体の皆様へ救助隊隊員を募集しています。 

２０１２年４月４日    事務局長 若木 由和 

 

   

 

 

 

 

救
助
隊
員
の
相
互
の
力
量
確
認
、

安
全
確
認
と
い
う
テ
－
マ
で
群
馬

県
・
妙
義
ロ
ッ
ク
ガ
－
デ
ン
に
て
救

助
隊
訓
練
が
行
わ
れ
た
。 

当
日
の
妙
義
ロ
ッ
ク
ガ
－
デ
ン
は

群
馬
県
連
盟
の
講
習
会
が
行
わ
れ
て

い
て
群
馬
県
連
約3

0

名
と
埼
玉
県

連
の
救
助
隊9

名
で
の
賑
わ
い
で
あ

っ
た
。 

訓
練
内
容
の
な
か
で
の
フ
ィ
ッ
ク

ス
ロ
－
プ
工
作
、
懸
垂
下
降
に
つ
い

て
は
あ
ま
り
問
題
は
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
負
傷
者
の
引
き
下
ろ
し
、
引
上

げ
作
業
で
の
シ
ス
テ
ム
セ
ッ
ト
工
作

に
は
、
と
ま
ど
い
と
セ
ッ
ト
工
作
時

間
の
遅
さ
が
め
だ
っ
て
い
た
。
又
、

引
上
げ
作
業
で
の
シ
ス
テ
ム
セ
ッ
ト

工
作
に
カ
ラ
ビ
ナ
使
用
と
滑
車
使
用

で
は
力
の
差
が
相
当
あ
る
。 

ま
だ
ま
だ
力
量
確
認
と
い
う
点
で

実
習
経
験
が
必
要
で
あ
る
と
痛
感
し

た
。 

 
 

 
 

尾
手 

 

記 

       

     

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

     

          

    

      

活動方針  

①年間捜索救助技術訓練を実施し基本的技術を習得し、スムーズな

連携の救助捜索へ繋げる活動。 

②実際の出動は無い事を願っているが、「いざ出動」のシミュレー

ションは常時準備し考えておく。 

③登山ネットワーク（岩・沢・雪山・山スキー）へのコーチングス

タッフの参加派遣していく活動。 

④遭難防止・安全教育委員会と協力し、「事故情報の提供・ヒヤリ

ハットの研究」の活動を行う。 

⑤「机上・実技」を通じて山のピンチから抜け出す為にもセルフレ

スキューとチームレスキューを普及する。 

2012 年度 救助隊役員体制 

 

代  表  武笠真次（わらび山の会） 県連理事長 

隊  長  徳重博文（大宮労山）   県連副理事長 

副 隊 長  柴山利幸（パル・ブランチ） 

顧  問  井芹昌二（岩つばめ）   全国副理事長 

ブロック責任者 

南部  尾手利雪 (三郷山の会)   県連副理事長 

西部  安田秋雄（新座山の会） 

北部  浅見政人（熊谷トレッキング同人） 

中部  水谷克明（浦和山の会）  県連理事 

事務局長  若木由和（上福岡やまなみ）県連理事 

会  計  谷脇京子（大宮労山） 

事務局員  長谷川貞子(大宮労山)    県連理事 

〃    尾手利雪 (三郷山の会)         

〃    小島 満（大宮労山） 
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    裏妙義ロックガーデン 全景 

 

（懸垂下降） 

（フィックスロ－プ工作中） 

引き下ろしシステム

作 

 

 （引き下ろしシステム作業） 

 

 
1/3 引き上げシステム工作中 
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全国女性委員会 主催 

「第４回女性登山者のための継続した体力管理のための体力測定」に参加して 

上福岡山なみハイキングクラブ   岸澤 泰子 

 

「女性登山者の継続した体力管理のための体力測定」に参加して 

                         所沢ハイキングクラブ 森田志津江 

 

 

『
第
２
回
岩
ネ
ッ
ト
報
告
』 

平
成
２
４
年
５
月
２
６
日
（
土
） 

奥
武
蔵
・
日
和
田
山 

男
岩 

参
加
者
：
計
８
名 

 
 初

め
て
岩
ネ
ッ
ト
の
練
習
に
参
加
さ

せ
て
頂
き
、
感
想
文
を
書
く
機
会
ま

で
頂
き
ま
し
た
。 

 

講
師
・
理
事
を
は
じ
め
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に
な
り
、

有
意
義
な
練
習
が
出
来
ま
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

新
座
山
の
会
の
メ
ン
バ
ー
が
高
麗

駅
に
９
時
に
集
合
し
岩
場
に
着
い
た

時
に
は
、
す
で
に
ロ
ー
プ
は
セ
ッ
ト

さ
れ
準
備
万
端
で
し
た
。
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
、
次
回
は
も
っ

と
早
く
来
ま
す
。 

急
い
で
登
攀
装
備
を
準
備
し
、
計

7

人
が
集
合
し
て
練
習
開
始
で
す

（
１
人
は
仕
事
の
都
合
で
後
か
ら
参

加
）
。 

最
初
に
確
保
器
（
Ａ
Ｔ
Ｃ
ガ
イ

ド
・
グ
リ
グ
リ
等
）
の
説
明
、
確
保

の
方
法
、
登
攀
中
の
ハ
ン
ド
ホ
ー
ル

ド
の
取
り
方
を
丁
寧
に
説
明
し
て
頂

い
た
。
特
に
、
確
保
で
は
、
「
確
保

者
は
登
攀
者
の
命
を
預
か
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
、
倒
れ
よ
う
が
、
引
き
ず

ら
れ
よ
う
が
、
握
っ
た
ロ
ー
プ
を
離

し
て
は
い
け
な
い
」
と
心
に
刻
み
込

ん
だ
。 

登
攀
は
ト
ッ
プ
ロ
ー
プ
で
確
保
し

て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
安
心
だ
。
並

行
し
て
ト
ッ
プ
ロ
ー
プ
を
２
組
セ
ッ

ト
し
て
頂
い
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
簡

単
そ
う
な
方
に
チ
ャ
レ
ン
ジ(

？)

だ
。 

「
最
初
は
登
り
易
い
所
を
探
し

て
登
り
な
さ
い
」
と
指
示
さ
れ
た
が
、

あ
ん
ま
り
簡
単
す
ぎ
る
ル
ー
ト
で
は

カ
ッ
コ
悪
い
の
で
、
少
し
見
栄
を
張

っ
て
登
っ
た
。
『
落
ち
た
ら
カ
ッ
コ

悪
い
』
と
思
い
、
と
に
か
く
し
っ
か

り
し
た
ホ
ー
ル
ド
を
探
し
よ
じ
登
っ

た
。
き
っ
と
悪
い
見
本
の
様
な
登
り

方
だ
っ
た
ろ
う
。
最
後
は
、
登
攀
の

途
中
で
左
手
の
親
指
が
ツ
ル
。
翌
々

日
に
は
腕
と
脚
が
パ
ン
パ
ン
に
筋
肉

痛
に
な
る
。
最
後
に
は
苦
し
ま
ぎ
れ

に
ひ
ざ
を
使
っ
た
ら
「
ひ
ざ
は
ダ
メ
」

と
檄
が
飛
ぶ
。
か
な
り
無
理
を
し
て

何
と
か
落
ち
ず
に
登
れ
た
が
、
確
保

者
が
引
っ
張
っ
て
く
れ
て
い
た
気
も

す
る
。
練
習
な
の
だ
か
ら
、
落
ち
る

か
も
し
れ
な
い
微
妙
な
ス
タ
ン
ス
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
べ
き
だ
っ
た
と
反

省
。 丁

寧
に
御
指
導
頂
き
、
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
た
く

さ
ん
勉
強
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
ザ
イ
ル
の
友
と
し
て
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
・
・
・
・
・

来
週
も
日
和
田
山
に
行
く
ぞ
ー
。 

 

新
座
山
の
会
・
近
藤
修
一 

記 

  
 

 
 

    
 

              

 

２
０
０
９
年
に
始
ま
り
第
４
回

目
に
な
る
今
年
は
、
全
体
で
３
７
名
、

埼
玉
県
連
か
ら
７
名
の
参
加
者
で

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

以
前
は
気
に
な
ら
な
か
っ
た

体
調
の
変
化
や
、
体
力
の
衰
え
が

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
、

労
山
女
性
委
員
会
主
催
の
こ
の

体
力
測
定
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

自
分
の
体
力
の
現
状
や
弱
点
を

知
る
い
い
チ
ャ
ン
ス
と
思
い
初

回
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。 

測
定
内
容
は
昨
年
と
同
様
、
柔

軟
性
・
敏
捷
性
な
ど
７
項
目
の
体

力
テ
ス
ト
、
そ
の
他
に
毎
回
興
味
深

く
受
け
て
い
る
超
音
波
診
断
装
置

を
使
っ
た
筋
肉
の
厚
さ
・
皮
下
脂

肪
の
厚
さ
測
定
、
骨
強
度
測
定
、

そ
し
て
昨
年
か
ら
加
わ
っ
た
血

液
検
査
な
ど
。 

会
場
で
あ
る
労
山
事
務
所
の
１

階
か
ら
３
階
を
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
短
パ

ン
姿
の
参
加
者
が
元
気
に
行
き

交
い
ま
す
。
顔
見
知
り
に
な
っ
た

方
と
の
交
流
も
楽
し
み
な
が
ら
・ 

個
人
ご
と
に
詳
し
い
結
果
デ
ー
タ

ー
が
出
る
の
で
、
自
分
の
体
力
の

弱
点
や
不
得
意
分
野
が 

は
っ
き

り
と
見
え
て
し
ま
い
ま
す
。 

安
全
に
楽
し
い
登
山
を
少
し

で
も
長
く
続
け
る
に
は
、
こ
れ
ら

の
結
果
を
踏
ま
え
、
「
自
分
は
ど

の
よ
う
な
体
力
管
理
、
体
力
づ
く

り
を
行
え
ば
良
い
の
か
を
知
り
、

今

後

の

登

山

活

動

に

役

立

て

る
。
」
こ
の
体
力
測
定
の
目
指
す

も
の
で
す
。 

初
回
参
加
の
時
、
体
力
測
定
の

責
任
者
で
あ
る
石

田
先
生
か
ら
、
「
加

齢
と
と
も
に
筋
力

は
低
下
し

て
い

く

が
、
５
年
間
今
年
よ

り
も
下
が
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
お
肌
の

手
入
れ
同
様
に
１
日

１
５
分
身
体
の
手
入

れ

を

行

っ

て

欲

し

い
」
と
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

今
回
は
こ
れ
ら

が
発
端
と
な
り
生

ま
れ
た
「
山
筋
ゴ

ー
ゴ
ー
体
操
」
を

実
践
し
、
記
録
し

た
ノ
ー
ト
を
持
参

し
て
の
参
加
で
す
。

こ
の
体
操
を
早
く

か
ら
自
分
の
体
力

づ
く
り
に
取
り
入

れ
、
今
回
の
体
力

テ
ス
ト
で
は
大
き

な
成
果
を
出
さ
れ

た
方
も
お
り
ま
し

た
。 参

加
し
た
皆
さ

ん
か
ら
沢
山
の
刺

激
や
パ
ワ
ー
を
受

け
、
日
々
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
の
大
切
さ
を
痛
感
し

た
１
日
で
し
た
。
結
果
報
告
会
は 

６ 

月 

２
７
日
で
す
。 
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◎岩ネット委員会より 

岩登りを楽しみたい仲間で、日和田ＲＣＴを中心に６月で第３

回を終了しました。梅雨も過ぎればいよいよ夏山シーズン！ 

これまでの練習の成果をもとに、ゲレンデを抜けだし、沢ネッ

ト計画や救助隊活動とあわせ、どこか大きな沢登りや岩登りに

行きたいと思います。 

近々関東山域の山行を計画していますので、岩登りパートナ

ーをさがしている会員の方は是非一報を！ 次回 7/ 

担当 松本  ☎ 049-241-6290 

 

2012 年度・女性委員会名簿 

久保 典子  委員長  （新座山の会）            石谷シズエ  委 員  （埜歩歩富士見） 

金子 節子  副委員長 （埜歩歩富士見山の会）        伊藤美和子  委 員   (わらび山の会)  

天野     副委員長 （ハイジ）                            板垣 良子  委  員  （峠山の会） 

廣岡美恵子  会 計  （ビスターリ）                        森田志津恵  委  員  （所沢Ｈ） 

長谷川貞子  理 事  （大宮労山）                                                              以上。 

佐藤 久子  理 事  （三郷山の会）           ＊女性委員会  定例会 ２か月に１回 朝霞台ジョナサンにて開催。 

嶋田 好枝  理 事  （新座山の会）              その他 行事打ち合わせ 随時 

 

３天野     副委員長 （ハイジ） 

４廣岡美恵子  会計  （ビスターリ） 

５長谷川貞子  理事  （大宮労山） 

６佐藤 久子  理事  （三郷山の会） 
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県
民
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク 

報
告 

 

奥
武
蔵
・
関
八
州
見
晴
台
～
高
山
不
動
尊 

日 
時 

 

５
月
２
７
日 

(

日)

電
車
利
用
、
日
帰
り 

 
 

参
加
者 

 

４
団
体 

 

２
７
名 

（
わ
ら
び
山
の
会
、
あ
す
な
ろ
山
岳
会
、
三
郷
山
の
会
、
他
） 

南部ブロック 

           関八州見晴台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 簡易担架での搬出 

 

高山不動での応急処置講習 

 

 
足首テーピング 

 

 

【
記
録
】 

 

今
年
は
西
武
線
の
西
吾
野
駅
か
ら

萩
平
を
経
て
関
八
州
見
晴
台
（
高
山

不
動
尊
奥
の
院
）
か
ら
高
山
不
動
尊

と
高
山
三
滝
の
コ
ー
ス
。 

 
 

 

南
浦
和
駅
６
時
５
０
分
出
発
し
て

集
合
場
所
で
あ
る
西
吾
野
駅
に
は
集

合
時
間
よ
り
少
し
早
目
の
８
時
２
５

分
に
到
着
。
駅
を
降
り
る
と
周
り
は

緑
に
包
ま
れ
て
空
気
は
ひ
ん
や
り
と

心
地
よ
か
っ
た
。 

 

集
合
時
間
に
は
他
の
団
体
３
０
数

名
が
揃
い
準
備
運
動
（
ス
ト
レ
ッ
チ
）

や
注
意
事
項
・
班
編
成
・
各
班
の
リ

ー
ダ
ー
紹
介
等
で
９
時
３
０
分
出
発
。

北
川
に
沿
う
車
道
を
上
流
に
向

か
い
、
西
武
線
の
高
架
下
を
通

り
暫
く
行
く
と
間
野
住
宅
地
に

出
て
、
住
民
に
登
山
口
を
確
認

し
て
指
道
標
に
従
っ
て
高
山
不

動
尊
参
道
に
入
る
。 

民
家
や
住
宅
地
を
抜
け
て
、

滑
り
や
す
い
泥
坂
を
暫
く
登
っ

て
萩
ノ
平
茶
屋
に
て

1

本
立
て
る
。 

こ
こ
か
ら
少
し
登
る

と
整
備
さ
れ
た
歩
き
や

す
い
登
山
道
が
続
き
、

や
が
て
右
に
高
山
不
動

尊
へ
の
道
が
幾
つ
か
下

っ
て
い
る
が
、
指
導
標

に
従
い
そ
の
ま
ま
尾
根

道
を
関
八
州
見
晴
台
へ
と
向
か
う
。 

鳥
居
茶
屋
の
あ
る
グ
リ
ー
ン
ラ
イ

ン
に
出
て
、
こ
こ
で
小
休
止
し
た
後
、

そ
の
ま
ま
車
道
を
少
し
行
き
関
八
州

見
晴
台
へ
と
向
か
う
尾
根
道
を
登
る
。

ふ
た
た
び
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
に
出
て

車
道
を
横
切
る
よ
う
に
関
八
州
見
晴

台
入
口
に
！
入
り
口
に
は
大
き
な
指

導
標
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。 

開
け
た
明
る
い
尾
根
道
を
登
っ
て

い
く
と
、
満
開
に
は
さ
ぞ
見
事
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
ず
に
は
い
ら

れ
な
程
の
ツ
ツ
ジ
の
ト
ン
ネ
ル
を
く

ぐ
り
抜
け
、
や
が
て
関
八
州
見
晴
台

（
高
山
不
動
尊
奥
の
院
）
に
到
着
。 

こ
こ
は
、
名
前
の
通
り
奥
武
蔵
・
奥

多
摩
や
秩
父
等
の
山
々
の
眺
め
の
良

い
台
地
に
な
っ
て
い
る
。 

東
南
西
に
そ
れ
ぞ
れ
展
望
図
が
立
ち
、

条
件
さ
え
よ
け
れ
ば
日
光
連
山
や
奥

秩
父
の
両
神
山
や
二
子
山
や
三
宝
山
、

奥
武
蔵
の
武
甲
山
～
子
持
山
、
蕨
山

～
有
馬
山
、
武
川
岳
～
二
子
山
や
伊

豆
ヶ
岳
、
奥
多
摩
の
天
目
山
や
蕎
麦

粒
山
、
川
乗
山
か
ら
御
前
山
・
大
岳

山
、
丹
沢
の
丹
沢
山
や
大
山
、
そ

し
て
富
士
山
ま
で
望
め
る
と

あ
り
ま
す
。 

      

  

      

 

周
り
の
景
色
を
十
分
堪
能
し
た
後
、

高
山
不
動
尊
へ
下
り
、1

2

：3
0

に
着

い
て
少
し
遅
め
の
昼
食
。 

 

各
班

事
の
共
同
で
の
昼
食
に
麺
類
を
用
意

し
て
く
れ
て
い
た
。
重
た
い
の
に
と

て
も
有
り
が
た
か
っ
た
。
私
達
は
蕎

麦
に
て
ん
ぷ
ら
と
各
自
で
持
ち
寄
っ

た
料
理
の
数
々
で
お
腹
も
満
腹
に
な

り
、
眠
く
な
り
そ
う!

 

昼
食
時
の
交
流
に
と
、
今
回
は
昼
食

後
に
「
誰
に
で
も
出
来
る
簡
単
な
応

急
処
置
の
仕
方
」
と
し
て
、
簡
易
担

架
で
の
怪
我
人
を
運
ぶ
方
法
や
、
骨

折
・
ね

ん
ざ
等

で
の
テ

ー
ピ
ン

グ
の
巻

き
方
等

を
講
習

会
で
学

ん
だ
。 

1
4

：0
5

下
山
。
下
山
途
中
の
高
山
不

動
三
滝
の
一
つ
白
滝
と
大
滝
を
巡
る

が
、
大
滝
は
有
志3

名
ほ
ど
で
落
差

5
0
M

ほ
ど
あ
り
見
事
な
滝
で
し
た
。

車
道
に
出
て
、
そ
の
ま
ま
西
吾
野
駅

前
に1

5

：5
0

到
着
。 

  

駅
で
の
ゴ
ミ
の
分
別
で
は
、
燃
え

る
ゴ
ミ5

K
g
 

瓶1
.
5
K
g
 

カ
ン

2
.
5
K
g
 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル0

.
5
K
g
 

合
計9

.
5
K
g

を
駅
員
に
お
願
い
し
て

ク
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ
終
了
。 

そ
の
後
、
駅
前
広
場
で
慰
労
会
を
兼

ね
て
交
流
会
を
盛
大
に
し
て
各
自
帰

路
に
…
…
。
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。 

芝
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ 

 

高
柳 

末
雄 

 

記 

 

＊
参
加
団
体
と
参
加
者
数 

わ
ら
び
山
の
会 

 
 

 

６
名 

あ
す
な
ろ
山
岳
会 

 
 

１
名 

芝
ハ
イ
ク 

 
 

 
 
 

６
名 

三
郷
山
の
会 

 
 
 
 
 

１
４
名 

 
 

総
計
４
団
体 

 

２
７
名 

 

＊
ゴ
ミ
回
収
結
果 

①
燃
え
る
ゴ
ミ 

紙
、
他 

（5
.
0

ｋ
ｇ
） 

P
T

ボ
ト
ル
（0

.
5

ｋ
ｇ
） 

②
燃
え
な
い
ゴ
ミ 

ビ
ン 

 
 

（1
.
5

ｋ
ｇ
） 

缶 
 
 
 
 
 

（2
.
5

ｋ
ｇ
） 

 
 
 
 

合 

計 
9
.
5

ｋ
ｇ 

 

 

     

         
 

  

   

         

  

 

 

第１７８号     ２０１２年    ６月 ３０日（土）発行          埼  玉  労  山      （  ６  ）     

 

 



第１６６号    ２０１１年 １月１５日（土）発行          埼 玉 労 山       （ 1 ）   

 

第１７２号     ２０１１年   ７月 ２０日（月）発行          埼  玉  労  山      （１ ）     

 

県
民
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク 

報
告 

 

奥
武
蔵
・
伊
豆
ヶ
岳 

集
中 

日 
時 

 

５
月
２
７
日 

(

日)

電
車
利
用
、
日
帰
り 

 
 

参
加
者 

 

６
団
体 

 

４
２
名 

 

中部ブロック 

 

 

 

  伊豆ヶ岳山頂にて 

 

大蔵分岐の祠 

 

 

 

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
は
西
武
秩
父

鉄
道
の
正
丸
駅
に
９
時
３
０
分
に

集
合
。
西
吾
野
駅
か
ら
伊
豆
ヶ
岳

東
尾
根
を
登
る
「
ハ
イ
ジ
」
を
除

く
５
つ
の
会
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

 

徳
重
さ
ん
が
持
っ
て
き
た
軍

手
・
ゴ
ミ
袋
（
今
回
は
小
さ
い
）
・

ゼ
ッ
ケ
ン
・
ご
み
取
り
箸
・
花
の

種
を
配
っ
た
。 

＊
大
蔵
～
正
丸
峠
コ
ー
ス 

 

大
宮
（1

3

名
）
く
ま
ざ
さ
（3

名
）
浦
和
（9

名
）
日
進
（1

名
） 

最
初
か
ら
間
違
え
大
蔵
山
方
面

に
行
く
分
岐
か
ら
コ
テ
ー
ジ
に
行

き
車
道
を
通
り
正
丸
峠
に
行
き
、

長
岩
峠
・
伊
豆
ケ
岳(

1
2
:
1
5

着)
 

＊
花
桐
コ
ー
ス 

岩
ツ
バ
メ
（5

名
） 

花
桐
の
先
で
道
が
な
く
ケ
ル
ン
が

あ
っ
た
。
大
変
だ
っ
た
。(1

2
:
1
5

着)
 

＊
伊
豆
ヶ
岳
東
尾
根
コ
ー
ス 

ハ
イ
ジ
（1

1

名
） 

西
吾
野
か
ら
伊
豆
ヶ
岳
東
尾
根
の

ル
ー
ト
は
長
く
、
し
か
も
ゴ
ミ
多
か

っ
た
。(

1
2

：4
5

着)
 

 

食
事
後
、
各
会
の
紹
介
や
集
合
写

真
撮
影
後
１
３
時
４
０
分
に
下
山
。

正
丸
駅
に
１
５
時
過
ぎ
に
着
き
、
解

散
し
た
。 

＊
ゴ
ミ
回
収
結
果 

可
燃
ご
み
： 

2
0

㎏ 
 

 

不
燃
ご
み
：1

1
0

㎏ 

 
 

高
橋
五
男 

 

記 

 

【
記 

録
】 

伊
豆
が
岳
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

１
年
に
一
回
の
お
勤
め
、
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
お
山
さ
ん
を
少
し
で
も

綺
麗
に
し
よ
う
と
い
う
主
旨
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
ま
あ
、
文
字
通
り
登
山

道
の
周
り
に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
を
拾

い
集
め
る
と
い
う
ハ
イ
キ
ン
グ
で
す
。 

 

正
丸
駅
に
９
時
半
の
集
合
だ
っ
た

が
、
路
線
が
同
じ
で
会
の
皆
さ
ん
と

川
越
駅
で
合
流
。
正
丸
駅
で
は
そ
の

他
多
く
の
山
岳
会
の
登
山
者
も
い
て
、

各
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
出
発
で
す
。

リ
ー
ダ
ー
か
ら
ゼ
ッ
ケ
ン
、
ゴ
ミ
袋
、

軍
手
を
渡
さ
れ
て
駅
右
の
急
な
階
段

を
下
り
て
旧
正
丸
峠
へ
の
コ
ー
ス
へ

歩
き
出
す
。 

 

暫
く
は
舗
装
さ
れ
た
道
路
で
ほ
と

ん
ど
ゴ
ミ
な

ど
落
ち
て
い

な
い
。
小
高

山
分
岐
か
ら

は
杉
林
に
覆

わ
れ
た
細
い

道
が
続
く
が

ゴ
ミ
も
見
当

た
ら
な
い
。

よ
ほ
ど
目
を
凝
ら
し
て
斜
面
を
見

な
い
と
お
宝
を
発
見
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
最
近
は
登
山
者
の
マ
ナ
ー

が
よ
く
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？ と

こ
ろ
が
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
確
認

で
き
る
車
道
か
ら
、
斜
面
に
無
数
の

カ
ン
類
が
投
げ
捨
て
ら
れ
て
い
て
、

瞬
く
間
に
ゴ
ミ
袋
は
満
杯
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
「
ま
だ
先
が
長
い
か
ら

適
当
に
し
よ
う
か
」
と
か
の
案
も
あ

っ
た
が
、
拾
い
集
め
る
と
止
ま
ら
な

く
な
り
、
綺
麗
に
か
た
づ
け
る
事
に

な
っ
た
。
心
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
が
気

軽
な
気
持
ち
で
投
げ
捨
て
た
の
だ
ろ

う
が
、
こ
ん
な
に
も
簡
単
に
も
の
を

投
げ
捨
て
る
マ
ナ
ー
の
悪
さ
と
い
う

か
、
再
生
可
能
な
物
を
何
の
罪
悪
感

も
感
ぜ
ず
に
捨
て
る
文
化
に
怒
り
を

禁
じ
え
な
い
。
巡
っ
て
ゴ
ミ
処
理
の

問
題
と
か
、
原
子
力
廃
棄
物
の
処
理

の
問
題
と
か
ま
で
思
考
が
飛
躍
し
て

し
ま
い
、
暗
澹
た
る
気
持
ち
に
な
っ

た
。 

 

と
い
う
こ
と
で
若
干
時
間
を
費
や

し
た
の
で
、
急
遽
コ
ー
ス
を
変
更
し

て
正
丸
峠
へ
向
か
う
。
両
手
に
ゴ
ミ

袋
を
抱
え
て
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
何
だ

か
勝
手
が
違
う
。
し
か
し
空
は
晴
れ

渡
り
新
緑
の
木
々
，
爽
や
か
な
空
気

で
気
持
ち
良
く
尾
根
道
を
辿
る
。
小

高
山
に
一
旦
ゴ
ミ
を
デ
ポ
し
て
山
頂

を
目
指
す
。
時
折
小
さ
な
岩
が
現
れ

本
能
的
に
登
る
ラ
イ
ン
を
目
で
追
っ

て
し
ま
っ
た
。 

山
頂
へ
の
道
は
「
男
坂
」
「
女
坂
」

が
あ
る
が
、
「
女
坂
」
は
道
が
崩
壊

し
て
通
れ
な
い
。
ま
た
「
男
坂
」
も

鎖
場
の
ル
ー
ト
は
ロ
ー
プ
で
遮
蔽
さ

れ
て
い
て
入
ら
な
い
よ
う
に
と
看
板

が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

「
男
坂
」
の
一
般
ル
ー
ト
を
登
る
、

ト
ラ
ロ
ー
プ
が
フ
ィ
ッ
ク
ス
さ
れ
た

急
登
を
登
る
と
山
頂
だ
。 

 

新
緑
の
木
々
の
合
間
か
ら
下
界
を

垣
間
見
る
。
良
い
気
持
ち
だ
。
昼
食

タ
イ
ム
の
後
山
頂
の
チ
ョ
ッ
ト
し
た

岩
で
即
興
の
講
習
会
？
中
に
は
２.

５
ｍ
程
の
ピ
ナ
ク
ル
も
あ
っ
て
４
手

位
の
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
、
ア
プ
ロ
ー
チ

シ
ュ
ー
ズ
で
も
簡
単
に
登
れ
面
白
か

っ
た
。
あ
ほ
な
ク
ラ
イ
マ
ー
の
「
登

り
た
い
病
」
は
不
滅
で
す
。 

し
か
し
山
頂
直
下
の
東
側
の
崖
は

ゴ
ミ
が
一
杯
捨
て
ら
れ
て
い
る
、
斜

面
が
急
で
こ
れ
を
拾
う
こ
と
は
で
き

な
い
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
マ
ナ
ー
に
怒

り
心
頭
だ
っ
た
が
、
ハ
イ
カ
ー
の
マ

ナ
ー
も
ま
だ
ま
だ
の
様
だ
。1

3

時
過

ぎ
に
連
盟
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
山
の
会
の

紹
介
、
そ
れ
ぞ
れ
５
つ
の
会
の
代
表

が
挨
拶
し
て
解
散
。 

 

下
山
は
小
高
山
分
岐
か
ら
正
丸
駅

へ
の
最
短
距
離
の
道
を
行
く
。
時
折

見
え
隠
れ
す
る
岩
が
現
れ
名
前
が
付

い
て
い
た
。
登
れ
な
い
こ
と
は
な
い

け
れ
ど
、
通
り
過
ぎ
る
だ
け
の
岩
場

で
す
。
杉
林
の
暗
い
道
を
下
る
と
車

道
に
出
て
正
丸
駅
に
着
い
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
会
が
集
め
た
ゴ
ミ
の
山
は
半

端
で
は
な
か
っ
た
。
駅
す
ぐ
そ
ば
の

茶
店
で
ご
苦
労
さ
ん
会
で
一
杯
。 

冷
た
い
泡
が
最
高
で
し
た
。
皆
さ
ん

ご
苦
労
様
で
し
た
。（
Ｔ
ｏ.

・
Ｓ
記
） 

（
＊
大
宮
労
山 

Ｈ
Ｐ
よ
り
転
載
） 

   

          

＊
参
加
団
体
と
参
加
者
数 

大
宮
労
山 

 
 

 
 

 

（1
3

名
） 

く
ま
ざ
さ
山
岳
会 

 
 

（ 
3

名
） 

浦
和
山
の
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

（ 
9

名
） 

日
進
山
の
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

（ 
1

名
） 

岩
ツ
バ
メ
登
攀 

 
 
 
 
 
 

（ 
5

名
） 

ハ
イ
ジ
ア
ル
ペ
ン
ク
ラ
ブ
（1

1

名
） 

総
計
６
団
体 

 
 

  

 

 

      
 

 

山
頂
に
て 

  

  

 
 

 
 

 
 
 

 

            

理
事
会
報
告 

第１７８号     ２０１２年    ６月 ３０日（土）発行          埼  玉  労  山      （  ７  ）     

 

伊豆ヶ岳山頂にて 

 

 

 

 
 

左が可燃ごみ 20kg、右が不燃ごみ 110kg         

 

 

 

 

 

かめ岩 

昼食後、会の紹介と記念撮影を行う。 



第１７２号    ２０１１年 ７月１３日（水）発行          埼 玉 労 山       （ ２ ）     

第
３
回
理
事
会
が
５
月
３
０
日(

水)
さ
い
た
ま
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
１

０
名
の
出
席
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

＊
全
国
連
盟
活
動 

・6
/
3
0

新
特
別
基
金
担
当
者
実
務
会

議
（
於
：
連
盟
事
務
所
） 

 

＊
県
連
全
体
活
動 

【
事
務
局
】 

・
第
１
回
評
議
会
等
会
場
予
約
連
絡 

【
財
政
】
前
期
連
盟
費
納
入
状
況
（
９

団
体
未
納
、
手
紙
で
納
入
願
う
） 

 
 

 

【
機
関
紙
】1

7
8

号
総
会
他
３
ヶ
月

分
編
集
、
６
月
中
に
発
行
予
定
。 

【
Ｈ
Ｐ
】
岩
ネ
ッ
ト
・
震
災
支
援
活

動
、
女
性
委
員
会
等
の
報
告
掲
載
。 

・
各
委
員
会
の
Ｈ
Ｐ
担
当
者
決
定
。 

【
女
性
】 

・5
/
2
6

体
力
測
定 

7

名
参
加
。 

・6
/
1
0

山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
講
習
会

募
集
人
員3

0

名
で
締
め
切
り
。 

【
ハ
イ
キ
ン
グ
】5

/
3
0

委
員
会 

・
今
後
の
予
定
等
…
地
図
読
み
実
技 

放
射
線
測
定
ハ
イ
ク
、
全
国
Ｈ
Ｃ

リ
ー
ダ
ー
学
校
（9

/
1
5

～1
6

）
参

加
。
次
回
委
員
会 

6
/
2
7
 

【
自
然
保
護
】5

/
2
7

県
民
ク
リ
ー
ン

ハ
イ
ク
報
告
（
別
紙
）
放
射
能
線

量
計
を
借
入
、
登
山
道
の
測
定
を
。 

【
海
外
】 

・5
/
1
8

～2
2
 

韓
国
漢
拏
山
・
智
異

山 

（
新
座
山
の
会1

4

名
） 

・5
/
1
3

～2
5
 

韓
国
漢
拏
山
・
オ
ル

レ

2

・
智
異
山
縦
走
・
月
出
山 

（
三
郷
山
の
会7

名
）
、 

・
ネ
パ
ー
ル
ラ
ン
タ
ン
谷
（
三
郷
山

の
会 

1

名
）
。 

【
遭
難
防
止
・
安
全
教
育
】 

・
安
全
登
山
・
事
故
防
止
に
つ
い
て

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
済
。 

 

【
救
助
隊
】5

/
2
8

救
助
隊
役
員
会 

・5
/
1
3
 

第
１
回
訓
練
山
行 

裏
妙

義
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン 

9

名
参
加
。 

 

今
迄
に
学
習
し
た
技
術
、
器
具
の

使
い
方
の
確
認
。 

・7
/
 
9

沢
搬
出
机
上
、7

/
2
2
 

実
技 

【
登
山
学
校
】5

/
1
4

運
営
委
員
会 

・1
7

期 
5
/
1
9

開
校
式

3
0

名
（1

8

名
無
所
属
）
。
ス
ポ
ッ
ト
参
加
は

定
員
の
為
、
２
名
ま
で
！ 

・
第
１
回
講
座
「
計
画
か
ら
下
山
ま

で
」6

/
9
(

机
上)

6
/
1
0
(

大
小
山)

 
・
第
２
回
講
座
「
登
山
と
運
動
生
理
」 

 
7
/
7

～8
 
 

実
技
…
那
須
岳 

【
岩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】 

・5
/
2
6
 

日
和
田
山 

8

名
参
加
。 

【
沢
登
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】 

・
具
体
的
な
計
画
を
次
回
提
案
。 

 

【
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

南
部
…5

/
2
4

、6/
2
1

ブ
ロ
ッ
ク
会
議 

ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
計
画
、
交
流H

C
 

西
部
…6

/
1
4

委
員
会 

（1
1

月
交
流

ハ
イ
ク
の
打
ち
合
わ
せ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

議 

題 

１
、
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
取
組
状
況 

西
部
：1

5
:
3
0

吾
野
駅
集
合 

 

９
団
体 

 
 

８
５
名 

南
部
：
関
八
州
～
高
山
不
動 

 
 

３
団
体
、
他 

３
２
名 

中
部
：
伊
豆
が
岳 

 
 

 
 

 

６
団
体
、 

 

４
２
名 

北
部
：
破
風
山 

 
 

 
 

 
 

 

３
団
体 

 
 

４
７
名 

(

合
計 

２
１
団
体 

２
０
６
名)

 

 ２
、
第
１
４
回
遭
難
防
止
・
安
全
教

育
担
当
者
会
議
に
つ
い
て 

６
月
１
７
日
（
日
）9

:
0
0

～ 
 

於
…
高
鼻
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

議
題 

①
春
山
遭
難
事
故
の
検
討 

 

G
W

中
、
各
地
で
合
計

1
3

名
の
遭

難
者
が
あ
っ
た
事
に
つ
い
て
。 

②
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
検
討 

 
 

熊
谷
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ほ
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

③
救
助
隊
か
ら
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー

の
ア
ピ
ー
ル
。 

３
、
第
１
回
評
議
会
に
つ
い
て 

６
月
１
７
日
（
日
）1

3
:
3
0

～ 
 

於
…
高
鼻
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

受
付(

長
谷
川
、
佐
藤)

司
会(

徳
重)

 

横
断
幕
等(

木
村)

議
長(

西
・
中
部)
 

書
記(

南
・
北
部)

 

議
題 

①
賠
償
保
険
加
入
ピ
ー
ア
ー
ル 

②
登
山
学
校
参
加
確
認
書
、
岩
ネ
ッ

ト
参
加
申
込
み
及
び
確
認
書
周
知 

③
新
特
別
基
金
申
請
周
知
事
項 

④
個
人
会
員
制
度
に
つ
い
て 

⑤
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
に
つ
い
て 

⑥
そ
の
他 

○
懇
親
会 

1
6
:
3
0

頃
よ
り 

大
宮

駅
東
口
『
は
な
の
舞
』
理
事
長:

予
約 

４
、
東
日
本
大
震
災
支
援
活
動 

・5
/
1
9
 

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
会 

＊
意
見
と
し
て
、
支
援
活
動
・
寄

付
金
等
も
含
め
て
一
旦
区
切
り
、

今
後
の
支
援
活
動
に
つ
い
て
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。 

・6
/
2
2

～2
4
 

支
援
活
動 
秩
父
ア

ル
ペ
ン
、
上
里H

C
 

５
、
そ
の
他 

・6
/
1
2

日
本
山
岳
会
：
安
全
講
演
会 

 

『
山
岳
気
象
に
伴
う
遭
難
事
故
』 

講
師:

猪
熊
氏 

次
回 

第
４
回
理
事
会
は 

６
月
２
７
日
（
水
）
パ
ル
コ
９
階
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

以
上 

 

佐
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 ◎自然保護委員会より 

梅雨も半ばを過ぎ、尚も鬱陶しい毎日

ですが、いかがお過ごしですか！さて、

この度、全国連盟より放射線量計を１台

借用しました。近々関東山域の山行を計

画しているクラブに測定をお願いしたい

ので各ブロック単位でも個別でも構いま

せんので協力を依頼してください。機器

の操作は極めて簡単でボタンを１つ押す

だけです。申し込みは加納までご連絡く

ださい。 

受け渡しは宅急便で行います。宜しくお

願いします。 

担当 加納 隆夫 ☎ 048-201-2270 

 

  

第第１１２２回回  東東日日本本女女性性登登山山交交流流集集会会  

つなげよう仲間と希望の輪！さくらんぼ集会 

東日本大震災から全国の仲間が東北へ心を寄せ、「いっしょに山に登ろう！」

と共に夢見て来ました。そして１年が経過した今、「第１２回東日本女性登山

交流集会」が奥羽東北の仲間の応援の元、山形で開催する事となりました。 

埼玉県連女性委員会としてもこの集会に取り組み、参加する予定です。 

一人でも多く参加し、自然や文化の豊かな最上町でお会いしましょう。 

そして、全国の仲間の皆さんと、交流しましょう。 

 

期 日  １０月１３日（土）～１４日（日）   一泊二日 

会 場  赤倉温泉「あべ旅館) 山形県最上町 

参加費  １万円     閉め切り ８月６日（埼玉県連） 

内 容  10/13（土）講演会＆交流会 ・受付 12：00・開会 13:00 

         講師  登山医学界野口いづみドクター 

            保健学博士 石田良恵先生 

高桑順一氏（神室連峰の自然を守る会） 

夕食＆交流会 

    10/14（日）神室連峰交流登山 紅葉のみちのくのアルプス 

主 催  日本勤労者山岳連盟 女性委員会 主 管  山形県勤労者山岳連盟 

申込み  各会ごとに全国女性委員会へ申し込む！閉め切り：８月６日（埼玉県連） 

(申込書に記載の上、同じものをメールで久保の所までお送り下さい。)

控えとします。)  記入済み申込用紙送付先  ｅメール 

                         kubo10@orion.ocn.ne.jp 

＊男性・女性・どなたでも参加できます。わからないことは近くの女性委員、 

県連理事、または新座山の会 久保まで連絡ください。 

埼玉では８月６日を締め切りとしました。神室山は素晴らしいところです。

お早目の申し込みをお勧めします。 

 

 

 

【編集後記】梅雨も明ければいよいよ夏山

シーズン！皆さんそれぞれにこの夏山計

画やら準備で多忙の毎日かと思います。 

さて、県連総会が終えてからもう３ヶ月

が経過してしまいましたが、機関紙の発行

が遅れて大変申し訳ありませんでした。 

怠けていた訳ではありませんが、これま

でに寄せられた主な活動経過報告を掲載

し、今後はしっかりと定期発行に向け努力

して参ります。原稿のご協力をお願いして

お詫びを申し上げます。 

（いつまでも遊んでいる訳にもいかず、近

くに再就職しました。これまでと違い休日

が不規則で山行計画が組めないのが悩み

です。） 休みが欲しい～！ （澤藤） 

 

 7 月号の機関誌の発行が、ＰＣの故障等

もあり、大幅に遅れた事本当に申し訳あり

ませんでした。寄稿していただいた原稿は

第１７８号     ２０１２年    ６月 ３０日（土）発行          埼  玉  労  山      （  ８  ）     
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